
集会での京大生による決意表明

全学連から闘いの報告と決意を述べます。

韓国の労働者が、戦争に向かう帝国主義の支配の一角をつ

いに食い破りました。東京の新聞には、パククネは予想外の

惨敗をした、若者らの怒りを読みきれなかったと報道されて

います。韓国の青年・学生の勝利に、日本の学生がどうこた

えるのか、これが私の発言のテーマであると思います。

私たちは昨年10月27日、京都大学において戦争反対のバリ

ケードストライキを打ち抜きました。

昨年の10月、韓国の仲間は民主労総のハンサンギュン委員

長を先頭に、パククネ政権打倒の国民総蜂起へ向かって進撃

していました。トルコの労働者は、首都アンカラで、ISのテ

ロ攻撃により多くの仲間を奪われながらも、シリアへの空爆

に踏み切ったエルドアン政権に対して命がけで立ち上がって

いました。

日本では、数万人が国会を取り囲む中、9月18日に安保関連

法案が強行可決されました。その直後に、最後まで反対して

いた全学連の仲間４名は、監禁容疑をでっち上げられ逮捕さ

れました。安倍は11月2日には戦争のための日韓首脳会談が行

われ、日本の侵略をなかったことにする日韓合意がとりつけ

られました。日本共産党など日本の野党勢力は安倍政権に対

して怒り高まる学生を、7月の選挙の広告塔に利用することし

か考えていませんでした。全学連ではない学生グループのリー

ダーは、夏休みが9月で終わるので、キャンパスの日常へ帰ろ

うとしていました。

この10月に、私たちは海外の仲間との団結にかけて、誰に

も頼らず自分たちの力で戦争をとめ、未来を切り開くための

ストライキを闘うことを決断しました。そして、やりきりま

した。

私たちと同世代の仲間が、家庭が貧困なために自衛隊に入

隊し、戦場に向かおうとしています。大学では自衛隊の装備

のための公認の軍事研究が行われ始めています。これらに対

して、一言も意見を言えず、議論も出来ない大学。今を議論

し、未来をつくる世代が集まっている大学で、学生は授業と

アルバイトに追われて日々が過ぎていく。安倍政権を倒し、

戦争を止めるために、まずこの日常を打ち壊す必要がありま

した。

10月27日、私たちは京都大学の一つの校舎のすべての入り

口を大きな看板で封鎖し、それを半日間守り抜きました。民

主労総のゼネラルストライキに比べればはるかに小規模で短

期間のこのストライキは、しかし、かつて学生だった私たち
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の親の世代には1970年代ベトナム戦争をアメリカの敗戦に追

い込んだ安保闘争を思い出させ、今の学生には高い学費と厳

しい単位制度で頑強に作られているように見える大学支配を

打ち崩せるかもしれないという期待をつくりだしました。

そして、私たちは11月1日東京の集会で韓国、トルコの仲間

と合流し、自分たちの闘いがまったく正しかったことを確信

しました。私たちがストライキを決断したのは、それで学費

が下がったり、学長や政治家が改心してくれたりという、な

にか計算された勝利があったからではありません。自分や自

分の仲間に、韓国やトルコの仲間を殺させるようなことがあっ

てはならないという決意があったからです。また、その仲間

たちが、どんな弾圧もはね返して闘えるという勇気を身を持っ

て示してくれたからです。これが国際連帯の力だと思います。

安倍政権の下で、私たちの在日・滞日労働者の仲間達にかけ

られている許しがたい誹謗中傷・罵詈雑言は、この国際連帯

の力に追い詰められた負け犬の遠吠えに他なりません。

ストライキを闘った私たちの団結を崩そうと、安倍政権は

ストライキから4ヵ月後に4人の学生を逮捕させました。私も

逮捕されました。

5月に日本で行われるG7サミット、7月に憲法改悪を目指し

て行われる選挙に向かって、政治家ではなく労働者や学生自

らが力をもつようなストライキは絶対に認めないという安倍

政権の意志の現れでした。

さらに、大学の学長も警察と一緒になって「ストライキに

よって業務を妨害された」「大学は被害者だ」と訴え、私た

ちを刑事告訴しました。私たちを起訴し、見せしめとして数ヶ

月間閉じ込めれば、日本の労働者や学生はもう二度とストラ

イキをやろうなどと思わないと考えたのです。

しかし、これも彼らの読み違えでした。

警察による逮捕への抗議、刑事告訴した大学への怒りはあっ

という間に京都から全国に広がりました。日本中の職場でス

トライキの是非が議論され、関西中から労働者が救援活動に

駆けつけました。早期釈放を求める署名は2500筆を超えまし

た。そして、起訴を粉砕し、奪還を勝ち取り、今日ここに立っ

ています。

第二次世界大戦前、同じく京都大学の学生にかけられた弾

圧を、当時の労働者や学生は最後には打ち破ることが出来ま

せんでした。しかし、私たちは今回うちやぶりました。これ

は日本の労働者階級にとって大きな勝利です。

そして、韓国の労働者の今回の大きな勝利があります。フ

ランス、ブラジルをはじめ、世界各国でも労働者の闘いが前

進しています。勝利は私たちにあります。

全学連は、この5月から7月にかけて、全国の大学にストラ

イキを闘うための学生自治会の執行部を選出させます。7月の

国会選挙には、私たちのリーダーである法政大学の斎藤いく

ま君を擁立して闘います。彼が訴えるのは部分的な要求のた

めの政策ではなくて、戦争を止め、社会全体を取戻すための

ゼネストによる革命です。

労働運動と学生運動、そして国際連帯の力でともに闘いま

しょう。
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